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や
産
業
集
積
を
、
技
術
革
新
な
ど
に
よ
り
成
長
さ
せ
発

展
さ
せ
て
い
る
事
例
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

事
例
で
は
、
撤
退
リ
ス
ク
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
新
潟
県

燕
市
の
ス
テ
ン
レ
ス
洋
食
器
、
福
井
県
鯖
江
市
の
メ
ガ

ネ
フ
レ
ー
ム
な
ど
が
好
例
で
あ
り
、
世
界
的
に
見
れ
ば

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
な
ど
の
北
イ
タ
リ
ア
の
皮
革
産
業
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
中
小
企
業
を
中
心
と

し
て
、
地
場
産
業
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
、

構
造
変
革
、
他
業
種
へ
の
進
出
な
ど
）
に
よ
り
発
展
さ

せ
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
地
方
の
産
業
振
興
は
、

「
地
場
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
考
え
て
お
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
に

は
、
人
、
モ
ノ
、
情
報
の
交
流
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
交
通
基
盤
や
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
重
要

な
役
割
を
占
め
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

地
場
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ン
フ
ラ
の
関
係

を
、
燕
市
を
例
に
考
え
て
み
る
。
燕
市
の
金
属
加
工
産

業
は
、
江
戸
時
代
の
和
釘
づ
く
り
を
起
源
と
し
て
、
明

治
時
代
に
は
銅
器
と
煙
管
づ
く
り
、
第
一
次
大
戦
時
の

洋
食
器
、
第
二
次
大
戦
後
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
食
器
の
製

造
、
そ
し
て
現
在
で
は
金
属
磨
き
技
術
を
活
か
し
、

A
pple

社
のiPod

の
ケ
ー
ス
や
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
実
験
用

風
洞
の
磨
き
も
行
う
な
ど
、
そ
の
時
代
に
適
し
た
業
態

転
換
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
は
、
燕
市
内
の
事
業
者
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
は
な
に
か

ド
整
備
も
対
象
と
す
る
「
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
」
が
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昨

年
度
の
交
付
対
象
事
業
は
、
す
で
に
本
年
二
月
に
決
定

し
、
八
九
七
の
事
業
に
対
し
五
五
六
億
円
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
公
的
な
試
験
機
関

の
整
備
、
観
光
拠
点
の
整
備
、
古
民
家
の
改
修
な
ど
、

地
方
の
実
態
に
即
し
た
取
組
み
が
多
く
見
ら
れ
る
。
い

ま
ま
で
と
も
す
れ
ば
、
ア
イ
デ
ア
と
創
意
工
夫
の
み
を

要
求
さ
れ
て
き
た
地
方
創
生
の
現
場
に
、
ハ
ー
ド
整
備

の
財
政
的
措
置
を
加
え
た
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

　

地
方
に
人
が
定
住
し
、
経
済
が
活
性
化
す
る
た
め
に

地
方
が
創
生
す
る
こ
と
と
は

関
係
機
関
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
し
た
要
素
に
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
例
え
ば
第
一
次
大
戦
後
、
洋
食
器
の
増
産
を
可
能

に
し
た
の
は
、
電
気
式
工
具
の
導
入
と
と
も
に
、
一
九 

二
三
年
に
燕
市
ま
で
開
通
し
た
鉄
道
を
利
用
し
た
全
国

配
送
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
工
具
の
近
代
化
と
大
量
輸

送
手
段
の
お
か
げ
で
、
増
産
、
販
売
が
可
能
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
燕
市
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
食
器
の
シ

ェ
ア
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
の
は
一
九
八
〇

年
代
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
東
京
、
大
阪
な
ど
の
大
都
市

部
の
製
造
業
に
比
べ
た
コ
ス
ト
（
土
地
、
人
件
費
）
の

安
さ
と
と
も
に
、
一
九
七
八
年
に
北
陸
自
動
車
道
が
燕

市
ま
で
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
理
的
な
ハ
ン
デ
ィ

が
少
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

製
品
の
物
流
環
境
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
が
、
洋
食
器

へ
の
進
出
や
ス
テ
ン
レ
ス
素
材
の
利
用
な
ど
、
従
来
技

術
を
活
か
し
た
業
種
転
換
は
、
構
造
変
革
と
い
う
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
た
め
に
重
要
な
要
素
は
、
人
と
情
報
の
交
流
で
あ

り
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
も
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
発
達

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
燕
市
は
、
古
く
は
信
濃
川
の

船
着
場
が
あ
り
、
水
運
の
集
積
地
と
し
て
栄
え
て
い
た

歴
史
が
あ
り
、
人
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺

え
る
。
銅
器
や
煙
管
作
り
か
ら
、
洋
食
器
へ
の
転
換
に

は
、
や
は
り
産
業
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
か
つ
て
は
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
地
方
に

工
場
を
誘
致
す
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら

の
中
に
は
、
進
出
か
ら
数
年
で
工
場
が
撤
退
し
た
り
、

規
模
が
縮
小
さ
れ
る
な
ど
、
企
業
誘
致
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
は
ず
の
成
果
が
得
ら
れ
ず
、
補
助
金
返
還
要

求
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ま
で
発
展
し
た
例
も
あ
る
。
も

っ
と
も
、
進
出
す
る
側
に
し
た
ら
、
経
済
状
況
の
変
化

に
よ
り
、
事
業
の
縮
小
や
撤
退
を
検
討
す
る
こ
と
は
当

然
で
あ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し

て
い
る
現
在
で
は
、
大
規
模
工
場
の
誘
致
は
か
な
り
リ

ス
ク
の
高
い
政
策
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
。

　

一
方
で
、
地
域
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
た
技
術
基
盤

は
、
様
々
な
人
の
情
報
が
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
現
在
で
は
上
越
新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
、

東
京
か
ら
二
時
間
弱
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
様
々
な
人
が
燕
市
に
訪
れ
る
こ
と
を
容
易
に
し

て
い
る
。
燕
市
が
そ
の
時
代
に
即
し
た
業
態
転
換
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
人
の
交
流
が
活

発
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

現
代
は
、
通
信
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
遠
隔
地
で
も

情
報
の
や
り
取
り
が
容
易
と
な
っ
て
い
る
が
、
人
と
人

が
対
面
で
行
う
情
報
交
換
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
地
方

で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
の
た
め
に
は
、
人
、
モ

ノ
、
情
報
の
交
流
を
促
す
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
重
要
で
あ

り
、
今
回
新
設
さ
れ
た
、
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

が
、
地
方
の
交
流
拠
点
の
整
備
に
充
当
さ
れ
る
と
す
れ

ば
、
地
場
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
大
き
く

役
に
立
つ
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
交
流
促
進
の
た
め
に
は
、
鉄
道
、
道
路
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
た
だ
し
、
広
域
圏
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
、
国
が
国

土
計
画
の
観
点
か
ら
行
う
こ
と
で
あ
り
、
地
方
か
ら
の

発
案
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
も
地
方
創
生
は
、
地
方
と
国
の
双
方
が

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
建
設
業
界
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
果
た
す
役
割
と
は

　

政
府
は
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
是
正
と
、
地
方

経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
地
方
創
生
」
の
取
組

み
を
進
め
て
い
る
。
特
に
、
地
方
創
生
新
型
交
付
金
と

い
わ
れ
る
、
地
方
自
治
体
へ
の
財
政
的
支
援
策
（
地
方

創
生
に
資
す
る
事
業
を
行
う
地
方
自
治
体
に
対
し
、
必

要
な
経
費
分
を
交
付
金
と
い
う
形
で
配
布
す
る
制
度
）

は
、
地
方
創
生
の
一
連
の
施
策
の
中
で
も
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
施
策
は
、
今
年

度
で
三
年
目
を
迎
え
る
。
過
去
二
年
間
は
ソ
フ
ト
施
策

の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
も
の
が
、
昨
年
度
か
ら
ハ
ー

地
方
創
生
の
政
策
の
変
化

地
方
創
生
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
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